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（１）人口の設定 

   労働投入量の推計の基礎となる人口については、国立社会保障・人口問題

研究所の直近の推計である「日本の将来推計人口（平成 18 年 12 月推計）」

を用いられている。また、女性有配偶、女性無配偶の人口を「日本の世帯数

の将来推計（全国推計）（平成 20 年３月推計）」における女性人口に占める

有配偶者の割合を用いて以下のとおり算出されている。具体的な内容につい

ては第３章第６節で示している。 

 

女性有配偶人口の将来推計 

 ＝ 将来推計人口の女性人口 × 女性人口に占める有配偶者の割合 

女性無配偶人口の将来推計 

＝ 将来推計人口の女性人口 － 女性有配偶人口 

 

（２）労働力人口及び就業者数の設定 

   人口に占める労働力人口や就業者数の割合である労働力率や就業率につ

いては、独立行政法人労働政策研究・研修機構による「労働力需給の推計（平

成 20 年３月）」のうち、平成 20 年４月にとりまとめられた「新雇用戦略」

やその後の雇用政策の推進等によって実現すると仮定される状況を想定し

たものである「労働市場への参加が進むケース」が用いられている。具体的

な内容については第３章第６節で示している。これらを用いて、労働力人口

及び就業者数について、それぞれ男性、女性有配偶、女性無配偶別かつ年齢

別に以下のとおり算出されている。なお、就業率とは人口に占める就業者数

の割合のことである。 

 

労働力人口の将来推計 ＝ 将来推計人口 × 労働力率の将来推計  

就業者数の将来推計 ＝ 労働力人口の将来推計 

×（ 就業率の将来推計／労働力率の将来推計 ） 

 

（３）雇用者数の設定 

   次に、就業者に占める雇用者の割合を設定し、就業者数に乗じることによ

り雇用者数が算出される。 

 

雇用者数の将来推計 ＝ 就業者数の将来推計 

× 就業者に占める雇用者の割合の将来推計 

 

 


